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論 文 内 容 の 要 旨

 目的：粥状動脈硬化の促進に対し，年令，血圧がいか

に影響するか，また膠原化及び脂質：の沈着が，動脈硬化

にいかなる態度を示すかを知るために，高血圧群，リウ

マチ群，ファロー氏三，四，文書群及び対照群の4群に

ついて，野宮における年代的の差異及び対照群と他の3

群との異同の有無を，病理学的立場より検討を加えた．

 方法：剖検例について，腹部大動脈を材料とし，肉眼

的内膜硬化と組織学的硬化について追求を行なった．肉

眼的硬化判定として（一）から（十のの5群に分け，かか

る基準に従って動脈硬化の程度を記載した．また腹部大

動脈内周を，両側腸骨動脈分岐部直上の高さにおいて計

測した．組織学的には，中膜の平滑筋の減りを硬化判定

規準とし，内膜，中膜の観察の後，非硬化部の中膜の厚

さを計測した．また血漿コレステロールは，生前の値の

平均値或は剖検時採取血漿の測定値を採用した．

 結果：1）肉眼的動脈内膜硬化程度は，対照群では，脂

肪沈着，線維性肥厚所見を，30才代に至って可成り明瞭

に認め，50才代になって一段と硬化を増す．これに対し

て，高血圧群は，既に10才代で同様の変化を認める場合

もあり，その後も各年代とも硬化出現率が大きい．リウ

マチ群，ファロー群も，対照に比し若年より硬化の強度

の症例が多い．

 2）大動脈の巾は，一群いずれも年令に従って漸増

し，中でも高血圧群は各年代とも対照群より大きい．

 3）大動脈の巾と動脈硬化程度の関係では，いずれの

群も硬化，進展とともに巾は増大する．中でも中膜硬化

を規準とした時，高血圧群とリウマチ群は，対照よりい

ずれの硬化度においてもその巾は大である．

 4）組織学的所見の年令的推移は，20才迄は生理的発

育を続け，以後次第に内膜肥厚し，中膜は平滑筋線維の

減少と共に膠原成分を増し，弾力網の構造は乱れる．40

才代に至り更に高度となり，硬化が進展する．高血圧群

では，肉眼的所見と同様，早期に内膜及び中膜に変化が

起る．また，リウマチ群，ファロー群も，対照群に比し

て硬化の早く進展するのを認める．

 5）大動脈中膜の厚さは，各群とも10才迄急増し，以

後は400から1000μの範囲にあり，年令との相関はな

い．リウマチ群では，40才を過ぎると，やs狭小となる．

他は，各回の間に著しい差を認めない．また中膜の厚さ

と内膜硬化とは，一定の関係を見出し得ないが，中膜硬

化とは平行し，中膜の変化に従って狭小となる．

 6）脂質の沈着は，初期には内皮細胞内に，年令の進：

むに従って内弾力板に沿って沈着する．更に内膜が弾力

線維によって幾層かに分けられるようになると，その弾

力線維に沿って沈着する．また高血圧群，リウマチ群及

びファロー群いずれも脂質の沈着は対照に比し強度であ

る．しかしこれが動脈硬化発生の本質的過程であるか否

かは結論する事はできない．

 7）壁内脂質沈着の程度と血漿コ1ノステロール濃度と

は，ほぼ平行する．しかし血漿コレステロール濃度と動

脈硬化度との問には明らかな関係を認めない．

 以上要するに，年令は動脈硬化の進展と密接な関係を

持つものと考えられ，また高血圧は動脈硬化を一層助長

するものと思われる．リウマチは中膜の膠原化がつよ

く，動脈硬化に対し，促進的影響ある如く考えられる．

脂肪の熊度については，動脈硬化と共に脂肪の壁内沈着
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は増加するが，これが直ちに動脈硬化と同義的であると  断言し得ない．

論文審査の結果の要旨

 動脈硬化の問題はまだ未解決の点が多いとされているカミ，薯者は動脈硬化のうち，粥状動脈硬化につ

いて病理学の立揚から剖検例227例について研究した．先ず大動脈の粥状硬化について，内膜の肉眼的観

察と，内膜，中膜の組織学的所見とから動脈硬化を規定し，この粥状硬化が年令によって如何に影響さ

れるか，換言すればいっ頃から硬化が始まるかを観察した．また高1血圧が粥状硬化に如何に影響するか，

更にファロー四，五徴も高血圧と酸素不足という立揚からこれを観察した．

 また膠原化及び脂肪沈着が動脈硬化に如何なる態度を示すかを見るため膠原化の強いと老えられるリ

ウマチを対象群と比較観察した．更にまた血管壁の脂肪沈着の年令的推移，血清「コレステロール」と1血

管壁脂肪沈着との関係についても検索した．その結果次の如き結論を得た．

 1）年令は動脈硬化に対し促進的に影響し，大体30二代から硬化が始まる．

 2）高血圧は粥状硬化に対し促進的であり，対象群に比し若年者に起こり，またその程度も強い．

 3）膠原化の強いリウマチも動脈硬化に促進的である．

 4）血管壁への脂肪の沈着は加令的に増加する．また高血圧群，リウマチ群，ファロー群は対照群に比

し高度である．

 5）血管源氏脂肪沈着の二三と血漿「コレステロール」：量とは略平行する．

 本論文は粥状動脈硬化に及ぼす諸因子，特に年令，高一血圧，リウマチ，脂肪の影響について新知見を加

え得たものと老える．
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